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大学時代に水戸市内にあったうたごえ喫茶「たん
ぽぽ」で、伝説のステージリーダーとして、フォー
クソング、ロシア民謡、シャンソンなどあらゆる
ジャンルの歌を歌ってきた。50歳を機にボラン
ティアでうたごえ活動を再開。牛久市、土浦市、か
すみがうら市、取手市などで定期的にステージに
立っている。その数は年間90回以上、抜群の歌
唱力とリーダーシップで参加者の心を感動に包ん
でいる。つくば市在住
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